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周辺言語がコミュニケーションに与える
効果に関する研究
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研究の概要
　学習を含めて、人は様々なコミュニケーションを行っている。その媒体
は言語を中心に行うが、本論文では、その周辺言語に注目してコミュニ
ケーションに与える効果について研究を行った。ここで対象とする周辺言
語は、話し言葉、手書き文字、アノテーション、非言語行動など広範囲を
含む。そこで、その効果の測定について、脳波測定、画像認識によるリア
ルタイム測定などを行い、効果については、感情状態や認知の仕方につい
て、分析した。その結果、フィードバックの与え方、反復練習の仕方、教
材のキャラクターの与え方、会話における相づちの与え方と練習の効果な
どについて知見を得た。本研究は、科学研究費補助金の助成を受けて行っ
た。
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１．はじめに
　本研究は、以下のように科学研究費補助金の助成を受けて行った研究を
ベースにして、他の研究も関連させながら総合的にまとめたものである。
　研究種目名：挑戦的萌芽研究、研究期間：平成21年度～平成22年度、
　課 題 番 号：21650220、研究代表者：赤堀侃司（白鷗大学）
　研究課題名：非言語・パラ言語情報に基づいた学習者の感情状態の推定
　　　　　　　アルゴリズム開発
　本論文の題名が、上記の科研費の課題名と異なっている理由は、他の研
究も含めて総合的にまとめたからである。以下、各章の執筆担当と概要を
示す。
２章　表現手段としてのパラ言語の意味と実践（赤堀侃司）
　パラ言語とは、主に音声言語におけるイントネーションやリズムなどの
情報を示すが、このような付加的な情報が、コミュニケーションにおいて
は重要な役割を果たすことがわかってきた。この２章では、手書き文字の
意味や機能、下線引きやハイライト、メモなどの注釈であるアノテーショ
ンの意味について、研究成果と実践的な知見もまとめて述べる。
３章　非言語情報としての脳波の活用と実践（舩田眞里子）
　学習時における学習者の感情状態や認知過程を測定するには、生体情報
を収集することが直接的であり、興味深い研究につながると考えられる。
近年の生体情報に関する研究の進展を考えれば、このようなアプローチの
研究が期待される。船田は、この分野において研究を継続しており、脳波
に注目して、脳波と学習の関連についての研究を行った。この小論では、
その計測に関する方法を、述べている。
４章　聞き手反応の教授と日本語不安（歌代崇史）　
　本章は、本論文の主題に直接に関連する研究である。日本語学習者を対
象にして、相づちに注目して、その機能とその相づちを教えることが、日
本語学習者の不安を軽減することに寄与するかどうかを、検証した。相づ
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ちのような付加的な情報は、まさにパラ言語として重要な役割を果たすこ
とがわかった。
５章　教師の学習者状態把握行動への支援方法の一検討（荒優）
　この章の研究も、本研究主題に直接に関わっている。教室において講師
は、受講生の顔を見ながら講義を行っているのが通例であるが、その時の
受講生の感情状態を知ることは、きわめて困難であることは言うまでもな
い。講師は、一般的には、経験的にまたは顔の表情や身体動作から類推し
て、受講生の認知および感情状態を測定していると言ってよいであろう。
これを画像認識技術によって、システムに実装し講師の受講生を把握する
ことを支援する研究である。
６章　非言語・パラ言語が学習者へ及ぼす影響（加藤由樹、加藤尚吾）
　学習時における感情状態を推定することの他に、飽きることをいかに軽
減するかなどに関する研究を行った。この研究では、最近注目を集めてい
る人気のキャラクターを用いて、教材に組み込み、そのキャラクターの励
ましなどが、どのように飽きや学習効果に寄与するかを研究した。その結
果を報告している。
７章　まとめと結論（赤堀侃司）
　この7章では、全体を総括している。
　科研費を申請した研究背景と内容だけを、以下のように図１に示す。
図１　科研費で申請した研究背景と内容の概念図
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２．表現手段としてのパラ言語の意味と実践
２．１　表現手段としてのパラ言語の意味
　通常、パラ言語は音声言語におけるイントネーションやリズムなどの音
声を中心とした情報を示すが、ここでは文字言語も含めたパラ言語の意味
についての考察と実践を述べる。上越教育大学の押木秀樹（2006）は、書
写や板書などの活動に対して、「文字を書くことにおける、言語の伝達・記
録という機能以外の要素についての明確化とその立証の内、他者との関係
において意味を持つ部分として、文字言語のパラランゲージに着目する」
と述べている。書写は、その人となりを表すと言われるように、そのメッ
セージに、その人の性格や感情も含んで表現される。手書き文字は、その
意味でパラ言語を含むと考えてよいであろう。
　人は、何かのメッセージを伝えたいとき、抽象化された言語の意味だけ
でなく感情を伴うことは、電子メールに絵アイコンを追加する習慣を考え
れば納得できるであろう。絵アイコンをemoticonと英語で表現することか
ら、コミュニケーションに伴う感情を表現する記号と言える。その意味で
は、パラ言語は、音声、手書き文字、書写、電子メールの絵アイコン、手
話（北村 2008）など多岐にわたることがわかる。
２．２　存在感や学習効果をもたらす手書き文字
　李・赤堀（Li,	Akahori	2007）の遠隔添削システムの研究に注目したい。
この研究ではタブレットPCを用いて手書きによる添削を行い、Web上で
学習者が添削内容を確認することを可能にしたが、その中で添削を手書き
文字とデジタル文字の両方で行いその印象評価を行った。その結果、手書
き文字による添削は、添削をしてくれた先生の存在を感じるという結果を
得た。このことは、学習者は、単に間違いを修正してもらうという機能の
他に、添削する先生の意図や感情などを、つまり存在感を感じながら読み
取っているということがわかった。他人の存在感が学習意欲や学習効果を
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もたらすことは、いくつかのpresence研究で明らかにされている（佐藤・
赤堀 2006）。また伊藤・柳澤・赤堀（2006）の研究も、手書きによる書き
込みが記憶の保持効果をもたらすことを実証した。以上から手書き文字は、
情報の送り手の意図や感情や存在感を受け手が感じ取り、それが学習効果
をもたらすと言えるのではないだろうか。
　このような仮説が成り立つとすれば、本研究はこれまでの学習効果研究
に新しい方向を与えるように思われる。これまでの学習効果研究はきわめ
て多岐にわたるので、本小論で概観することは難しいが、教育工学の範囲
で述べれば、教材の設計、メディアの活用、ICTの効果、授業研究など主に
システム開発や認知的な研究などが多く、情報の送り手と受け手の間に生
じる感情や存在感が学習効果に及ぼす研究は少なかったと言える。
　本小論は教育や学習におけるパラ言語の研究と言ってもよいが、これま
で見過ごしやすかった内容であり、この分野に示唆を与える研究になると
思われる。
２．３　アノテーションと感情の教育実践における知見
　平澤（2010）の研究はきわめて興味深い。平澤は、中学生を対象にして
国語の読解の授業で、ある文学作品を読ませた時に、大事だと思う文章に
傍線を引かせる群（大事群）と感動した文章に傍線を引かせる群（感動群）
と何も傍線を引かない群（傍線無し群）の、その後のテスト得点を比較し
た。その得点とは、内容の理解度を評価する得点であるが、多肢選択問題
と記述式問題の両方において、得点の高い順は、感動群、大事群、傍線無
し群であり、統計的な有意差があることを見いだした。このことから、理
解を問う問題であっても、感動するという情意や感情の要因が学習効果に
大きく影響していることがわかった。また傍線や下線を引くという行為が
学習効果をもたらすことは、先の手書き文字と同様の効果と考えられる。
傍線や下線を引く、コメントを書く、チェックを入れる、記号で示すなど
の注釈（アノテーション）は、先の手書きよりも簡単な認知や感情の表現
赤堀侃司・舩田眞里子・歌代崇史・荒　　優・加藤由樹・加藤尚吾
238
方法であるが、これもある意味でパラ言語の範疇と言える。
　人は、講義や講演を聞く時、本を読んでいる時、資料を調べる時、どの
ような場合でも、何らかの刺激を脳に受ける。その刺激に対する反応を、
ここは面白いとか、ここは重要だとか、ここは論理的におかしいなどと、
認知的な印象と同時に感情を伴いながら、下線を引く、メモする、コメン
トを書くなどのアノテーションという方法で、自分の考えを表現している。
そのアノテーションが記憶や理解などの学習効果をもたらしている。
　このことは、ニンテンドー DSを用いたモバイル学習（赤堀他 2010）の
実践においても確認された。ニンテンドー DSを用いた学習では、タッチペ
ンで手書き入力しながら漢字や計算の練習をするが、これが実践的には効
果的であった。この研究では、手書きしている状態における脳血流の測定
をしたが、手書きすることとニンテンドー DSからのフィードバックが前頭
葉の脳血流を増大させることがわかったことから、学習効果の検証の裏付
けを得ることができた。
　また小中学校における電子黒板を用いた授業では、黒板に書き込むとい
う行為が学習意欲を促進するという実践上の知見を得ている（赤堀 2011）。
言い換えれば、電子黒板に書き込みながら、教材と対話しているとも言え
る。静止した黒板ではなく応答する黒板であることが、ニンテンドー DSと
同じように学習効果をもたらすと言える。
２．４　まとめ
　パラ言語とは、言語の周辺的な情報という意味であるが、書き言葉にお
ける、手書き文字、受け手としての感情、相手の存在感、絵アイコン、ニ
ンテンドー DSや電子黒板などの手書きできる応答するメディアなどで、そ
の学習における効果を検証した。その結果、感情や存在感や応答すること
などが、学習効果に強く結びついているという示唆を得た。未開拓の分野
であるが、きわめて興味深い結果と思われる。
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３．非言語情報としての脳波の活用と実践
３．１　研究の位置付け
　筆者は、研究テーマ「非言語・パラ言語情報に基づいた学習者の感情状
態推定アルゴリズム」の部分研究に際し、非言語情報として脳波（Electro-	
encephalogram、EEGと略称）（大熊編 1999）、特に事象関連電位（Event	
Related	Potential、ERPと略称）（丹波・鶴編 1997）に着目した。脳神経系
は人の制御の中枢であり、感情や学習を担う器官である。特にERPは、学
習中に提示される問題を刺激と考えれば、問題解答中のEEGの平均となる。
そこで、学習に関する研究にERPの応用を考えた。
　ERPは、背景とするEEGに比べて低振幅、すなわちシグナル・ノイズ比
（S/N）が１以下なので、加算平均法（Picton	2000）で測定されている。ERP
の応用では、できるだけ雑音の少ない目的に応じたERPを計測する必要が
ある。そこで、雑音の少ないERPの測定法を考案した。
３．２　ERP測定のモデル
　ERPの鮮明なデータの抽出を目的としたデータ抽出加算平均法では測定
される脳波を次のようにモデル化した（舩田他 2010）：
EEG(t)	=	ERP(t)	+	BEEG(t)	+	EMG(t)	+	ECG(t)	+	BM(t)	+	EB(t)	+	AC(t)+
ON(t)	…	①　　　
　ここで各記号は次の意味である：
　　EEG(t)：測定されるEEG、	 	 ERP(t)：ERP、
　　BEEG(t)：ERPの背景となるEEG、	 EMG(t)：筋電図、
　　ECG(t)：心電図、	 	 	 BM(t)：体動、
　　EB(t)：瞬き、		 	 	 AC(t)：交流雑音、
　　ON(t)：その他の雑音
　このモデル式から、背景脳波やその他の雑音の低減法であるデータ抽出
加算平均法を考案した。
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３．３　データ抽出加算平均法のアルゴリズム
　データ抽出加算平均法（舩田他	2010）の前処理とアルゴリズムは次のと
おりである：
Step1：測定データ①式を適応型のバンドパスフィルタを用いて次の②式
のような成分に変換する前処理を行う。
　　　EEG’(t)	=	ERP(t)	+	BEEG(t)	+	O(t)　…　　②
　ここで、ECG(t)、BM(t)、EB(t)、ON(t)の各成分の帯域フィルタ処理後
の値をEMG’(t)	、ECG’(t)	、BM’(t)	、EB’(t)、ON’(t)とすると、	O(t)はその
総和EMG’(t)	+	ECG’(t)	+	BM’(t)	+	EB’(t)	+	ON’(t)である。
O(t)は加算平均法ではホワイトノイズと考え、加算平均により0に収
束すると考えている。ここでも、次式のように簡単化する。
　　　EEG’(t)	=	ERP(t)	+	B(t)　　　…　　③
Step2：③式のデータを④式のように標準化する。
…　④
Step3：加算平均するデータに関する各時刻ごとに次のアルゴリズムを用
いて度数分布を求める。アルゴリズムに含まれる閾値Lは0.5とした。
この値の合理性はモデルから導いた（舩田2010、Funada2011a）。
　　for		t	=	1		to		m	
　　　for		i	=	1		to		n
　　　　if		NEEG’ i(t)	>	L　then　D(t)	=	D(t)	+	1　　　…　　⑤
Step4：目標とする電位が存在する区間の度数の最大値を与える時刻	pt	を
求める。
Step5：次のアルゴリズムを用いて対象データを３個のclassに分類する。
　　for	all	i。		(i=1、2、…、n)
　　　if	NEEG’ i(pt	)>	L	then	NEEG’ i(t)	belongs	to	class	I
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　　　　else if		NEEG’	i	(pt)		>		0	
　　　　　then		NEEG’	i	(t)		belongs	to	class	II	
　　　　　else		NEEG’	i	(t)		belongs	to	class	III
Step6：class	Iのデータを用いて加算平均してERPを求める。
３．４　データ抽出加算抽出法の評価
　考案したデータ抽出加算平均法に関して、反復学習の効果への応用（舩
田他	2011）や想起文字の推定（Funada	2011b)などの試みを行い、効果の
客観的な評価を行った。今後、図などのパラ言語を用いた励ましの効果を
EEG、ERPなどの生体情報を用いて定量的に計量したいと考えている。
４．聞き手反応の教授と日本語不安
４．１　はじめに
　会話の構築には話し手だけでなく、聞き手も重要な役割を演じている。
特に相づち（例：んー、えー、そうですか）に代表される聞き手からの反
応（聞き手反応）は、円滑に会話を進める上で重要な働きを持つ。日本語
教育において、聞き手反応の重要性は指摘されており、聞き手反応は教授
可能なコミュニケーション技能であるとされている（歌代ら 2008）。
　一方、言語習得に影響を与えると考えられる１つの情意的要因として不
安がある。元田（2005）は不安と学習の循環モデルを示し、第二言語の学
習や使用の増加が習得度を向上させ、その知覚によって自尊感情や動機付
けが高まり、不安が軽減されるとしている。では、聞き手反応の教授によ
り、その使用数は増加し、日本語不安に変化をもたらすであろうか。これ
に関しては未検証である。
４．２　目的
　本研究では日本語学習者に対する聞き手反応の教授と日本語不安の関係
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を検討するため、以下の検討課題（RQ）を設定した。
　RQ：聞き手反応の教授により、日本語不安は変化するか。
４．３　方法
　日本語学習者22名を実験協力者として、聞き手反応を教える群（RT群11
名）と教えない群（NRT群11名）を作り、一方には聞き手反応に焦点を当
てた会話の授業を行い、もう一方には語彙文法に焦点を当てた会話の授業
を行った。指導の前（pre）、直後（pos1）、一週間後（pos2）に日本語不
安の測定及び対面会話テストを行った。
４．３．１　日本語不安質問紙調査
　本研究で使用した日本語不安尺度（教室外）（元田	2005）は「日本人が、
私の知らない日本語をたくさん話すと、不安になります」や「日本人の日
本語がわからなくて、どう反応してよいかわからないとき、不安になりま
す」などの22項目から成る。実験協力者は「全くあてはまらない」から「非
常によくあてはまる」までの６件法で回答した。
４．４　結果
４．４．１　聞き手反応の量的分析
　群別にpre-pos1、pre-pos2、pos1-pos2の比較を行うため、符号付き順
位検定を行った。結果を表１に示す。NRT群には、いずれのテスト間にお
いても有意差は見られなかった。一方、RT群では、pre-pos1とpre-pos2に
有意差があった（pre-pos1：Z=-2.50,	p<.05;	pre-pos2：Z=-2.49,	p<.05）。こ
れは聞き手反応の教授を受けたRT群が有意に適切な聞き手反応の使用を
増加させ、その能力を最低１週間維持したことを示している。
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表１　対面会話テストにおける聞き手反応の使用数
RT群（N=11） NRT群（N=11） Mann-Whitneyの
U検定中央値 四分位偏差 中央値 四分位偏差
符号付き
順位検定
pre 32 55.50 26 24.50 -1.02 n.s.
pos1 58 56.00 23 32.50 -3.72 *
pos2 67 57.00 22 33.50 -3.32 *
pre-pos1 -2.50 * -1.20 n.s.
pre-pos2 -2.49 * -0.71 n.s.
pos1-pos2 -0.44 n.s. -0.13 n.s.
符号付き順位検定の値はZ値、Mann-WhitneyのU検定の値はU値 ;*p<.05
４．４．２　日本語不安　
　日本語不安は、pre、pos1、pos2で３回測定しているが、教授直後の心
理量の解釈は複雑になるため、本論文の分析にはpos1を除き、preとpos2
の結果を用いた。因子構造は、元田（2005）が示した３因子を本研究でも
同様に仮定して分析を行った。RT群とNRT群の教授前の日本語不安に関す
る総合的等質性を検討するため、preにおける22項目全体を群間で比較し
た。その結果、有意差は見られなかった（U=36.00,	n.s.）。よって、両群は
等質であると判断した。
　群別、因子ごとにpreとpos2の日本語不安を比較するため、符号付き順
位検定を行った（表２）。その結果、RT群では、どの因子においてもpre-
pos2間に有意な差はなかった（因子１：Z=-1.02,	n.s.;	因子２：Z=-0.41,	n.s.;	
因子３：Z=-0.05,	n.s.）。一方、NRT群においては、因子３「特定場面にお
ける緊張」に有意差（Z=-2.30,	p<.05）、因子１「日本人との意思疎通に対
する不安」に有意傾向（Z=-1.68,	p<.10）が見られた。これは、聞き手反応
を教授されない方が日本語不安が下がる傾向にあることを示している。
　さらに、群別、項目ごとにpreとpos2の日本語不安を比較するため、符
号付き順位検定を行った。22項目中RT群において日本語不安が有意に、あ
るいは有意傾向で下がったものは３項目であったが、NRT群では10項目で
有意に、あるいは有意傾向で不安が下がった。また、RT群ではpos2から
preを減じた値が正のものが11項目あり、多くの項目で不安が増加する傾向
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がった。一方、NRT群ではpos2からpreを減じた値が正のものは１項目の
みであり、ほとんどの項目で不安が減少する傾向にあることがわかった。
表2　群別・因子ごとの日本語不安
因子１日本人との意思疎通に対する不安 因子２低い日本語能力に対する心配 因子３特定場面における緊張
RT群（N=11） NRT群（N=11） RT群（N=11） NRT群（N=11） RT群（N=11） NRT群（N=11）
中央値 四分位偏差 中央値 四分位偏差 中央値 四分位偏差 中央値 四分位偏差 中央値 四分位偏差 中央値 四分位偏差
pre 4.10 3.10 4.90 3.20 3.43 2.29 3.86 2.86 3.00 2.90 3.60 2.70
pos2 3.80 2.70 4.40 2.95 3.57 2.50 3.71 2.64 3.60 2.20 3.00 1.90
符号付き順位検定 符号付き順位検定 符号付き順位検定 符号付き順位検定 符号付き順位検定 符号付き順位検定
Z値 Z値 Z値 Z値 Z値 Z値
pos2-pre -1.02 n.s. -1.68 + -0.41 n.s. -1.58 n.s. -0.05 n.s. -2.30 *
*p<.05 ; +p<.10
４．５　考察
　なぜ日本語不安がRT群で増加傾向を示し、NRT群で減少傾向を示したの
であろうか。１つの要因として、学習項目の新規性が考えられる。NRT群
では語彙文法という従来の日本語教育の延長上にある学習項目が教授され
たのに対し、RT群では今まで学習者があまり意識していなかった新しい学
習項目である聞き手反応が教授されたため、適切な運用に習熟するまでの
期間、その使用に関する試行錯誤あるいは運用に関する戸惑いが日本語不
安を押し上げた可能性が考えられる。これを考慮すると、実験期間が比較
的短かった本研究のデータのみでは、日本語不安と聞き手反応の教授との
関係に結論を与えることはできない。学習者が不安をどのように捉えてい
るかも考慮し、さらなる検討が必要である。
４. ６　結論と今後の課題
　本研究では日本語学習者に対する聞き手反応の教授効果を日本語不安の
観点から検討した。	
RQ：聞き手反応の教授による日本語不安の変化は統計的には示されなかっ
　　たが、傾向として聞き手反応を教授することによる不安の増加が示さ
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　　れた。
　今後の課題としては、聞き手反応の教授と日本語不安との関係について、
学習者が不安をどのように捉えているかを考慮し、実践により近い環境を
設定し、調査、検討する必要がある。	
５．教師の学習者状態把握行動への支援方法の一検討
５. １　学習者中心主義と学習者状態の把握
　近年、学習者中心の学習環境の重要性が叫ばれている（Bransford	et	al.	
2000）。「学習者中心」という言葉の定義は一意には定まっていないが、多
くの定義に共通している要素の一つは、学習者自身が主体的に学習を進め
られることである。学習者中心の学習環境においては、いわゆる伝統的な
講義型の学習環境とは教師の役割が大きく異なっており、新たな学習環境
における教師像の構築が急務とされている。このような、「個」に応じた、
学習者中心の学習環境を提供するためには、学習の提供者が学習者をよく
知り、学習状態を常に把握していなければならない。この際に必要な学習
者情報は、学習者の性格や学習スタイルといった、短期的に判断すること
が難しいものから、ある特定のトピックを学習中の理解度のような、時々
刻々と変化するものまで様々である。本稿では、後者の、学習状態に応じ
て変化する情報するのか、また、学習者状態把握行動をどのように支援す
ることが出来るのか、について検討する。
５. ２　教師の学習者状態把握行動に関する先行研究
　教師がどのように学習者の状態を把握し、得た情報を学習活動に反映す
るのかという問いは、古くて新しい問題である。1960年代から70年代に
かけて、教師と学習者の間のインタラクションを解析する手法が発達し
（Flanders	1972）、その手法を利用して、教師の意思決定プロセスを明らか
にする研究が発展した（Peterson	and	Clark	1978;	Shavelson	and	Stern	1981;	
赤堀侃司・舩田眞里子・歌代崇史・荒　　優・加藤由樹・加藤尚吾
246
吉崎 1988）。これらの研究により、伝統的対面学習環境における教師の意
思決定モデルが構築され、教員養成課程への導入などにより、教員の質の
向上に寄与することが期待された。これらの意思決定モデルにおいて、吉
崎（1988）は学習者状態把握行動をモニタリング・スキーマとして位置づ
け、その重要性を主張している。佐藤	et	al.（1991）は、他者の授業を観察
するというモニタリングの機会を通して、初任教師と熟練教師の間に、モ
ニタリングの量と質の両面において大きな隔たりがあること、また、熟練
教師が独自の実践的思考様式を形成し、機能させていることを報告してい
る。
　一方、Pol	et	al.（2011）は即応的教授モデルの実践で、現代において
も、学習者の状態把握行動をうまく実行できていない教師が存在すること
を報告している。この研究は中堅教師を対象にしたもので、初任教師でな
くとも、モニタリング・スキーマをきちんと働かせていない、もしくは、
スキーマが構築されていない教師がいることを示したものであり、佐藤	et	
al.（1991）が指摘した熟達者と未熟者の違いは、単に教師としての経験年
数の違いから生まれているわけではないと考えられる。
　これらの研究結果から、モニタリング・スキーマが未熟な教師に対して
は、何らかの熟達支援が必要なことが示唆されるが、現在に至っても、教
師のモニタリング・スキーマの熟達過程は明らかになっておらず、モニタ
リング・スキーマの未熟な教師への効果的な支援策も明らかになっていな
い。そこで、本研究では、モニタリング・スキーマの未熟な教師への効果
的な支援策について検討した。
５. ３　リフレクションを通したモニタリング・スキーマの熟達支援
　モニタリング・スキーマが未熟な教師への支援策として、教師が自身の
モニタリングが十分であるかどうかを、簡便に省察する機会を作ることを
試みた。教師が、自らの教授方法や技術を客観的に評価し、省察する機会
としては研究授業やマイクロティーチング等があるが、これらを日常的に
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実施し続けることは不可能である。また、自身の授業を録画し、後から見
直すということも可能ではあるが、非常に時間がかかることから、非現実
的である。そこで、録画した授業映像を分析し、学習者の状態を時系列的
に縮約して出力する、ALPMAS（Automatic	Learner’s	Posture	and	Motion	
Analysis	System)を開発した（Ara	and	Akahori	2009）。ALPMASは授業中の
学習者の姿勢変化を分析し、総体としての学習者の行動を時系列的に教師
に提示する。例えば、教師が板書を用いて説明していた時間帯に、総体と
しての学習者はどのような行動をとっていたか、黒板とノートを交互に見
ていたのか、それとも、特に動きはなく眺めていただけだったのか、等の
解析結果がALPMASによって提供され、教師はその結果と自身の行動を比
較し、学習者が授業計画で描いていたとおりの行動をとっていたか、また、
その学習者の状態を把握していたかを確認することが出来る。ALPMASは
本研究の実施期間中にほぼ開発を終えたところで、まだ実証実験を実施し
ておらず、モニタリング・スキーマの熟達支援にどれだけの効果があるの
かを、今後検証する必要がある。
５. ４　今後の展望
　佐藤	et	al.（1991）は、教師は実践的な問題の省察と解決の過程で実践的
思考を形成し、機能させるとし、反省的実践家（Schön	1983）としての専門
家像を提示している。反省的実践家という観点からは、リフレクションは、
「行為の中の省察」と、「行為に関する省察」の２通りのパターンが考えら
れる。ALPMASが支援するのは「行為に関する省察」であり、モニタリン
グ・スキーマは、「行為の中の省察」の一部分であると言えよう。ALPMAS
による支援が、「行為の中の省察」を促すように働き、モニタリング・ス
キーマの熟達につながるのかどうかを明らかにするには、継続的な研究が
必要であると考えられ、中長期的な実証研究を実施したい。
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６．非言語・パラ言語が学習者へ及ぼす影響
６．１　はじめに
　本研究の全体構想は、学習者が表出する非言語やパラ言語情報から、学
習者の感情状態を推定するアルゴリズムを開発することである。すなわち、
学習者の感情状態を非言語・パラ言語情報から推定することで、学習者の
感情状態に応じた即時の学習支援が期待できる。この構想の前提にあるの
は、学習者の感情状態が彼らの学習に及ぼす影響は小さくないということ
である。例えば、落ち込んでいる状態や不安な悩みごとのある状態では学
習に集中できないことは、私たちの経験からもわかる。
　そこで、本章では、この構想に向けた部分研究として、学習者をより効
果的に学習に取り組ませるための、非言語・パラ言語情報の教材への使用
について検討する。具体的には、筆者らが行った一連の二つの研究結果の
概要を紹介して、学習者へ向けて発せられる教材の非言語・パラ言語情報
が、学習者にもたらす影響について考察する。
６．２　教材におけるキャラクターの効果
　最近、難解な理論などを漫画で説明したさまざまな書籍が本屋に並んで
いる。今や漫画は、娯楽としてだけでなく、教材として授業の中で用いら
れることもある。一般に、漫画にはキャラクターが登場する。読み手は、
キャラクターのセリフや行動、背景等から、難解な理論を学んでいくので
ある。従来の文章による説明が、キャラクターのセリフになることで付加
される情報はいくつかある。例えば、キャラクターの属性（性別や年齢、
職業、見た目など）や表情、身振り手振りなどから、セリフのトーンやイ
ントネーション、声質などをイメージすることができる。これらの情報は、
非言語・パラ言語情報といえる。非言語・パラ言語情報は、その発信者の
情意面を表すとともに、その受け手の情意面にも影響をもたらすと考えら
れる。そこで、教材にキャラクターが登場することで、学習者にどのよう
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な影響があるのかを調べた筆者らの研究（加藤ほか	2009, 2010）を、以下
で、二つ紹介したい。
　加藤ほか（2009）は、課題の掲載された冊子の始めや途中にキャラク
ターによる励ましのセリフの文を挿入することで、学習者の課題の遂行に
どのような影響があるかを調べた。この実験では、励ましのセリフを発す
るキャラクターとして、男子、女子、鉛筆の３つのイラスト条件と、励ま
しのセリフ文のみを提示した条件の合計４つの条件で検討した。その結果、
課題遂行の面では、女子のキャラクター条件で最も低くかった。また、自
由記述の結果から、女子や男子のキャラクターから励ましのセリフを発せ
られることで、イライラしたり馬鹿にされた気分になったりした学習者が
何人かいたことがわかった。すなわち、この実験からは、キャラクターに
よる励ましがネガティブな影響を及ぼしたといえる。
　しかし、加藤ほか（2009）で使用した人物のキャラクタ （ー男子と女子の
キャラクター条件）の画風が子ども向けであり、最近市販される教材でこ
の画風を見かけることはほとんどない。そのため、加藤ほか（2009）の結
果から、現在書店に並ぶ多く教材に使われたイラストの影響にまで言及す
ることができない。そこで、加藤ほか（2010）では、最近よく利用される
今風のキャラクター（一般に、萌え系と呼ぶ）を用いて、加藤ほか（2009）
と同様の実験を行った。加藤ほか（2010）の結果は、加藤ほか（2009）の
結果と異なり、キャラクターの励ましが学習者の課題への取り組みに効果
のあることが示唆された。また、加藤ほか（2009）との比較から、特に今
風のキャラクターによる励ましが、学習活動に効果的である可能性が示唆
された。
６．３　おわりに
　本章では、教材に挿入されたキャラクターによる励ましが学習者に及ぼ
す影響について、二つの研究を紹介した。これらの結果が示したことは、
キャラクターの様々な属性によって、学習者にポジティブな影響にもネガ
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ティブな影響にもなることである。それは、励ましを読んだ学習者がイメー
ジしたセリフのトーンや声質、口調などが、キャラクターの属性によって
違うことがその原因の一つと考えられる。すなわち、学習者は、イラスト
の画風などの見た目だけでなく、セリフを通してさまざまな非言語・パラ
言語情報も無意識のうちにイメージしているのではないだろうか。
　現在、漫画を用いた教材が多く存在する。しかし、それらで登場するキャ
ラクターとセリフ、そして、そこからイメージされる非言語・パラ言語情
報、対象となる学習者の属性までも視野に入れた教材研究はほとんどない。
今後、ますます求められる研究テーマであろう。
７．まとめと結論
　本研究の成果は、主に次の５点の結果として、まとめられる。
⑴　文字のパラ言語という意味で、書き言葉に注目した。手書き文字を認
識できるニンテンドー DSを用いて、小中高等学校で実践してその評価
を行った。その結果、フィードバックがあること、手書き文字が記憶に
有効であることがわかった。また電子黒板やデジタル教材の実践事例で
は、電子黒板上のデジタル教材に、手書きで下線を引く、ハイライトす
るなどのアノテーション機能が実践的に有効であることがわかった。
⑵　学習はヒトの脳神経系が担っている。学習の課題を遂行している状態
を、脳波測定装置を用いて反復学習による脳内の変化を事象関連電位
（Event	Related	Potential）の変化で推定する試みを行った。その結果、
反復学習により特定の電位、例えばP300（またはP3）に相当する電位等
の短縮が認められた。
⑶　会話の進行は話し手だけでなく、聞き手も重要な役割を担っている。
特に相づちに代表される聞き手反応は、会話を構築する上で重要な働き
を持つが、第二言語学習者にとって必ずしも習得が容易な学習項目では
ない。本研究では聞き手反応の教授が日本語学習者にどのような効果を
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周辺言語がコミュニケーションに与える効果に関する研究
持つか日本語不安の観点から、学習者の聞き手反応の使用と学習上の変
化を検討した。その結果、聞き手反応の教授を受けた群において、聞き
手反応の産出能力の向上が示された。
⑷　授業中の学習者の姿勢変化を分析し、総体としての学習者の行動を時
系列的に教師に提示するシステムを、画像認識技術などを応用して開発
した。例えば、教師が板書している時に、学習者は黒板とノートを交互
に見ていたのか、それとも、特に動きはなく眺めていただけだったのか、
等の解析を可能にした。
⑸　学習時や試験中に、人物画像から発せられる励ましの言葉を挿入する
ことの効果について、紙ベースの実験を実施して検討した。その結果、
キャラクターの励ましが受験者の試験への継続的な取り組みに効果のあ
ることがわかった。特に、今日的な画風を組み込むことによって、より
効果的な学習や試験ができることが、示唆された。すなわち言語以外の
キャラクターや小さな励ましなどが、学習や試験に意味あるメッセージ
をもたらすことが、わかった。
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